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1. はじめに 
名古屋第二赤十字病院では、M 言語であ
る 住 友 電 工 U-MUMPS を 用 い た
Sumi-Accel/Win パッケージの、各オーダエ
ントリシステム、各部門サブシステムなど
の病院情報システム(HIS)が、1999年 2月よ
り稼動している。2000年 2月からは、これ
らの HISデータを活用し、Web+MCGIによ
る業務支援・診療支援サブシステムが、院
内開発も含め、数多く稼動している。 
 
2. 電子カルテへのアプローチ 
一方、いわゆる電子カルテシステムへの
ステップアップは、次期 HISリプレースを
導入目標として、市場動向調査や院内の取
りまとめ等の準備期間中である。現在は「電
子カルテへの準備体操」の段階として、HIS
データをさらに有益に活用するための診療
支援システムを鋭意開発中である。今回は、
Webアプリケーションで作成した、(1)入院
病棟毎、入院診療科毎、主治医毎の一覧が
可能な検体検査結果一覧表示システムと、
(2)医療連携 回答書作成 FAX報告システム
の概要を報告する。 
 
3. 検歴検査結果照会システム 
病棟や外来では、患者単位の検査結果報
告が届く度に、入院患者リストや外来患者
リストなどにその結果を転記しスタッフ内
のワークシートとしていた。検査オーダ/検
査部門システムの本稼動後も転記作業は行
なわれていた。本システムはこれら転記を
合理化するためにベンダパッケージにはな
い診療支援機能として院内開発した。 
また、これを機に院内のコンセンサスを

得た後、2003年 3月から紙ベースの病棟向
け検体検査結果報告書の配布は廃止した
(細菌検査・外注検査など一部紙報告あり、
外来へは紙報告書あり)。 
 
3.1 患者単位の検査結果照会 
入力された ID により患者単位で指定期
間の検査結果を表示する。採取日時毎・部
門毎に操作した時点に検歴システムにある
すべての検査結果を出力する。他のWebア
プリからの参照表示や、退院時に入院期間
中の検査結果を参照する際によく利用され
ている。 

 

 
 
3.2 入院患者検査結果照会 
入退院管理システムで登録された患者を
病棟ごと、主治医ごと、入院診療科ごとに
一覧表示する。あらかじめ設定された病棟



 

 

ごとの検査項目セット、診療科ごとの検査
項目セットにより、検査項目の表示形式を
変えて出力可能である。結果の画面から患
者名をクリックすると、その患者の 1 週間
分の結果が表示される。 

 

 
 
3.3 外来患者検査結果照会 
選択された診療科に受診されて検査オー
ダがある患者の結果を一覧表示する。あら
かじめ設定された病棟ごとの検査項目セッ
ト、診療科ごとの検査項目セットにより、
検査項目の表示形式を変えて出力可能であ
る。結果の画面から患者名をクリックする
と、その患者の半年間の結果が表示される。 

 

 
 
3.4 検査結果時系列照会 
入院・外来の区別なく指定された患者の
検査結果を時系列で半年間表示する。 

 
 
3.5 運用実績 

2003年 6月から 10週間のWebサーバの
ログでは、1日平均 80.7回利用されている。 
本システムはアクセス制限を行なってお
り、利用時にはHISオペレータコードとパ
スワードによる認証が必要となっており、
認証後のWebサーバログも保管している。 



 

 

 
4. 紹介患者回答書作成システム 
地域医療連携の基本は返書による紹介元
への確実な連絡であるが、原本紹介書の搬
送の遅滞、医師による記載業務の遅滞ある
などにより、紹介元への連絡が大幅に遅れ
るケースがしばしばあった。これら遅滞解
消および確実な返書送付を行なうために、
(a)来院受付時における各種受付事務業務
と紹介書連絡を併用して行なう、(b)紹介書
基本情報を元に医師による回答書作成が円
滑に行なえる仕組み、(c)FAXによる回答書
送付の３つを基本コンセプトとして本シス
テムを開発した。 

 
4.1 運用フロー 
 

 
 
4.2 システム概要 

Web アプリは、診療支援サーバ(Solaris)
上 の PHP で 実 行 し 、 PHP と
HIS-DB(U-MUMPS)とのインターフェイ
スは、PHP-MCGIを使っている。端末側は
IE5.5 以上,AcrobatReader5.0 以上の環境
が必要である。 
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4.3 回答書作成画面 

 
回答書作成画面は、わかりやすいデザイン
を心がけるとともに、元となる紹介書情報
を選択する機能、支援機能(検体検査参照、
テンプレート作成など)により、利用される
医師が回答書編集を円滑に行なえる機能を
付加した。 
 
4.4 運用 

2003年7月より一部診療科による試行運
用を開始した。1日平均 60件の紹介書に対
し、現在、システムによる回答本文作成は
約 10件程度である。回答書を作成する院内
医師からユーザインターフェイスについて
はおおむね好評をいただいている。9 月か
らは全病院的にアナウンスをして本稼動を
開始する予定である。本稼動の時点では、
作成した回答書は1部をPDF印刷してカル
テに添付する運用だが、添付の廃止も見据
えた運用も院内の委員会にて検討中である。 
 
4.5 インターネットによる通信 
本システムは、紹介元医療機関における
普及度と個人情報保護という安全性を考慮
して FAX通信による回答書送付とした。こ
れらの問題がクリアされれば、将来はイン
ターネット通信(mail,Web)による転送方法
も考えている。 



 

 

 
5. まとめと考察 
今回報告した２つの診療支援システムは、
現場にとってなくてはならない日常の診療
支援ツールとして、たいへん活用されてい
る。 
加えて、ペーパーレス化に向けての運用
ノウハウが十分に得られたと考える。また
システム拡張に伴う大胆な運用の変更の際、
院内のコンセンサスを得るためには、どの
ようなステップや議論が必要なのかもおお
むね把握できた。 
いわゆる電子カルテへのステップアップ
を目指す段階において、HIS データベース
を活用したWebによる診療支援システムは、
たいへん有用なツールである。 
将来、院内で開発されたこれら診療支援
ツールが、次期電子カルテ対応パッケージ
システムに吸収されるかどうか、あるいは、
次期システムにおいても引き続きシステム
を院内開発で移行しなければならないか、
要求仕様作成の段階で切り分けが必要と考
える。 
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